
独立行政法人
JCHO
（ジェイコー） 地域医療機能推進機構

はじめに

1

・過去実績より、H26年度232件、H27年度421件と年々必
要性が高まっている。

・当院摂食嚥下委員会は、多職種チームにて、早期より口か
ら食べる取り組み（通称、くちプロジェクト）を実践している。

・さらにH28年度診療報酬改定により、算定対象が拡大された
経緯を踏まえ、更なる件数向上を目標とした。
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1.当院くちプロジェクトチーム
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2.目標設定

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 平均

H26年度 4 38 5 19 31 14 20 34 3 0 32 32 19

H27年度 24 34 30 7 36 88 48 42 26 35 33 18 35

0
10
20
30
40
50
60
70
80
90

100

摂食機能療法の推移（H26～H27年度）（件）

平成26年度 合計232件（月平均19件）
平成27年度 合計421件（月平均35件） 平成28年度 合計480件（月平均40件）
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3.摂食機能療法件数向上に向けての取り組み

①早期より口から食べる評価体制の見直し

②評価用紙の改定

③関連職種への周知

目標達成
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①早期より口から食べる評価体制の見直し
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4.摂食機能療法開始までの流れ（以前）

再評価介入

摂食機能療法実施

評価
入院時評価（スクリーニング）

委員会による合同評価
耳鼻科コンサルルートがない

摂食機能療法立案

摂食機能療法の見直し
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5.医師の協力体制

嚥下内視鏡検査（VE）の必要性、依頼ルートの確認

摂食機能療法計画書開始にあたって（不在時のサイン）
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6.摂食機能療法開始までの流れ（現在）

再評価介入

摂食機能療法実施

評価
入院時評価（スクリーニング）

委員会による合同評価
耳鼻科コンサルルート確立

摂食機能療法立案

摂食機能療法の見直し
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②評価用紙の改定

9



独立行政法人
JCHO
（ジェイコー） 地域医療機能推進機構

7.摂食機能療法計画（改定前）

『計画項目』
アセスメントした内容を計画に反映しにくい状況。
（何を付けて良いか・・・？）
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8.摂食機能療法計画（改定後）

『計画項目』
アセスメントした内容とリンクし、チェック式に変更。
⇒記載しやすい様式となった!!
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9.摂食機能療法評価・記録（改定前）

・『摂食機能療法計画』とリンクしていない。
・項目が多すぎる。
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10.摂食機能療法評価・記録（改定後）

・項目数を必要最小限
・『摂食機能療法計画』とリンクした記載ができるよう変更。
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11.栄養管理室による入院時評価

嚥下スクリーニングツール
EAT-10

嚥下障害患者の掘り起し

UP!!
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③関連職種への周知

摂食嚥下サポーター養成講座の開催 H29年1月20日 当院会議室

参加者数：38名
内訳：医師、看護師、看護助手、介護福祉士、管理栄養士、作業療法士、理学療法士

アンケート結果（27名回収）のまとめ
・「非常によかった」「よかった」が全員の回答
・摂食嚥下の理解ができた。
・実際の場面に生かしていきたい。

知識・技術の共有化
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結果

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 平均

H26年度 4 38 5 19 31 14 20 34 3 0 32 32 19

H27年度 24 34 30 7 36 88 48 42 26 35 33 18 35

H28年度 0 0 44 51 44 42 29 14 8 88 98 94 43
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摂食機能療法の推移 （H26年度～H28年度）（件）

目標達成!!

平成27年度 合計421件（月平均35件） 平成28年度 合計516件（月平均43件）
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考察
＜成功要因＞

～摂食機能療法の算定拡大に向けて～

①早期より口から食べる評価体制の見直し

②評価用紙の改定

③関連職種への周知
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次年度に向けての課題
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4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 平均

H26年度 4 38 5 19 31 14 20 34 3 0 32 32 19

H27年度 24 34 30 7 36 88 48 42 26 35 33 18 35

H28年度 0 0 44 51 44 42 29 14 8 88 98 94 43
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摂食機能療法の推移 （H26年度～H28年度）（件）

～摂食機能療法を必要な方に提供できる体制づくり～
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課題の対策案

再評価介入

摂食機能療法
実施

評価

摂食機能療法立案 摂食機能療法の
見直し

嚥下回診（ラウンド）強化
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まとめ

・成功要因として、ルートの見直し、評価用紙の改定、関連
職種への周知が効果的であった。

・今年度目標を月40件、年間480件に設定し、目標達成
することが出来た。（摂食機能療法件数向上）

・次年度は、多職種協働によるラウンド強化、またJCHOミッ
ションに基づいた地域住民、医療従事者向けの出前講座を
推進していく。
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